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1. はじめに

2016年から2017年にかけて，IoT（Internet of Things）
がIT業界だけの用語ではなくなり，Industrie4.0やIIC
（Industrial Internet Consortium），国内ではRRI（Robot 
Revolution Initiative：ロボット革命イニシアティブ）
において実際の活用事例が多く取り上げられてきてい
る。特にグローバルで競争力強化を求められる製造業で
は，現場データを活用し事業を継続的に変化させようと
いう動きが活発化している。日立の中でも，顧客との協
創により新たな価値を創出するためのIoTプラット
フォームLumadaの活用事例において，2017年3月末時
点で203件1）と増えてきており，関心度が非常に高くなっ
ている。
このようなIoT活用事例が増える一方で，製造現場の

IoTデータを企業内で有効活用していくうえでは，設備
や機器からのデータ収集方法，IoT導入の投資回収，効
果の刈り取りをはじめとする多様な課題が発生している
ことが分かってきた。
本稿では，この製造業におけるIoT導入の課題を述べ
るとともに，その課題の解決法と，製造業向けIoT基盤
ソリューションについて紹介する（図1参照）。

2. 製造業のIoT導入における課題

製造現場ではIoTに対応した新設備が増え，既存設備
においてもセンサーや通信機能を後付けして，モノづく
りに関するさまざまなデータが収集できるようになって
きている。また，データを収集するための工場内ネット
ワークの整備として，IoTネットワークの無線化技術2），3）

も適用されている。このようにIoTに関するインフラ環
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グローバル製造業においてIoT活用の取り組みが活発化しているが，IoT導入における課題は多
く存在している。
日立は，製造現場にIoT環境を容易に構築できるソリューションとしてHitachi Digital Supply 
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のデータ活用を推進する施策と，全体最適視点でのさらなる高効率生産につながるIoT基盤ソ
リューションについて紹介する。
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境が整備される中，IoT導入における推進体制や収集し
たデータの活用方法が大きな課題となっている。本章で
はこの課題を詳述する。

2.1

推進体制の2つのアプローチのそれぞれの課題

IoTを導入するうえでの推進体制には，製造現場主導
で推進するボトムアップ型と，IT部門主導で推進する
トップダウン型のアプローチがある。この2つのアプ
ローチで散見される課題を述べる。
（1）製造現場主導型の課題
IoTに関するインフラ環境の整備とともに，製造現場
主体でIoT導入を進める機運が非常に高まっている。こ
のボトムアップ型で取り組む利点は，製造現場が抱える
具体的な課題を題材に進めるため，課題に沿ったデータ
を収集し，スピーディに解決につなげることができる点
にある。
一方，製造現場主体でIoTを導入する際によくある課
題として，担当者の対象工程のみを注視する取り組みに
なりがちであることが挙げられる。この結果，データ収
集方法や見える化の仕掛けが工場内や全社でばらばらと
なり，連携できない非効率的なサイロ型の個別システム

が各現場でできてしまう。特に推進力の強い製造現場ほ
ど個別の改善に陥りやすく，工程間や工場間で解決すべ
きテーマは考慮されにくい。強力なリーダーシップの下，
経営や企業全体改革の視点でIoTを適用する活動を同時
に行うべきであるが，人材リソースの問題もあり理想と
のギャップがかなり大きい状況にある。
（2）IT部門主導型の課題
IT部門主導でのIoT導入はトップダウンに近い形のア
プローチで，全社最適をねらいに，投資対効果の最大化
につながるIoT導入がしやすいという利点がある。一方，
現在のIT部門は，従来の工場部門にIT分室があった時
代と比べて，全社最適化や効率化を目的に組織集約され，
製造現場や生産管理の製造担当者と密に会話できるIT
要員が非常に減っている状況にある。また，IT部門主体
でIoTを導入する場合，業務視点ではなくデータを蓄積
するIT基盤インフラ導入の視点になりがちで，製造現場
の業務要件やニーズとの乖（かい）離が起きている。そ
の結果，ビッグデータ解析用のプラットフォームを導入
しても現場からデータが集まらない，データを収集して
も活用を支援できる要員がいないという状況も発生して
いる。
IoT推進における2タイプのアプローチと課題を上述

個体ID ライン名 設備 作業者
A00001 熱処理 熱処理＃1 ○○
A00002 熱処理 熱処理＃1 ○○
A00003 熱処理 熱処理＃2 ○○
A00004 加工 加工機＃1 ○○
A00005 加工 加工機＃1

○○○＃1
○○○＃1
○○○＃2

○○
○○
○○
○○
○○
○○
○○
○○

9：00
9：00
9：00

13：00
13：00
13：00
13：00
13：00
13：00
13：00
13：00
13：00

16：00
16：00
16：00
22：00
22：00
22：00
22：00
22：00
22：00
22：00
22：00
22：00

○
○
×
○
×
○
○
○
○
○
○
○

時間

可視化 ・ 行動 分析 ・ 行動 アクションモジュールスタンダード

収集

設備機器／
運用制御

製造管理 設計 ・ 開発

経営管理

研究

各工場

収集情報をリアルタイム
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図1｜Hitachi Digital Supply Chain/IoT（DSC/IoT）の概要
DSC/IoTは，製造現場の各種機器などからのデータ収集の流れを集約する。上位システムへのつなぎを一本化することで，データ活用と分析を効率化し，現場課
題の解決につなげる。

注：略語説明
PLC（Programmable Logic Controller），DB（Database），KPI（Key Performance Indicator）
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したが，製造業でIoTを推進するユーザー側からは，ス
タート時に小さな目標を素早く達成し，成功体験を周り
の人々と共有し，自分たちも参加してみたいと思わせた
いという声がある。小さく始めて大きく育てるためには，
製造現場とIT部門の両方の力を結集させ意思疎通を円
滑に進めるべく，両方のメンバーを入れたプロジェクト
を設立するとともに，安価で素早く導入できるツールや
基盤の整備が求められる。

2.2

IoT導入を早く容易にするソリューション

日立は，製造現場でIoT環境を早く容易に構築でき，
スモールスタートで導入が可能なHitachi Digital Supply 
Chain/IoT（以下，「DSC/IoT」と記す。）と，工場内や
企業内でIoT活用ノウハウを横展開し，データを広く蓄
積しビッグデータ解析することを可能とするIoTプラッ
トフォームLumadaを提供している。このDSC/IoTは，
実際の製造現場でIoTをスモールスタートで実施するこ
とを想定したオンプレミス型のソリューションである

（図2参照）。クラウドを主体としたLumadaとシームレ
スに連携することで，Lumadaが持つビッグデータ解析
やAI（Artifi cial Intelligence：人工知能）のアナリティ
クスをはじめとする共通機能を，工場の製造現場や工場
経営に活用することが可能となる。
次章ではまず，スターティングとして重要となる，製
造現場でデータを収集し，迅速かつ容易に見える化する
DSC/IoTについて紹介する。

3.  製造現場での活用をめざした
DSC/IoT

3.1

DSC/IoTの概要

DSC/IoTは，単独工程やライン単位で，工場内にお
いて製造現場のユーザーが自らデータを活用することを
ねらいに，設備機器からデータを「収集」，「可視化」，「分
析」する機能を持つ。製造現場でIoT活用を小規模で開
始し，複数工程に横展開していくことをめざした製造現

顧客既存アプリケーション

新規個別アプリケーション 機能例

Bus/Hub機能
（データ連携）

Base機能
（データ収集）

OT向けIoT基盤　Industrial Gatewayシステム

アクションモジュールスタンダード

個別専用画面
業務機能（DB処理など）
個別バッチ機能 など

設備管理

設備保全

品質管理

製造実行管理

設備や
センサーからの
データや
システムI/Fを
共通機能
として導入

・ アクションモジュールスタン
  ダードを活用
・ 専用画面や専用機能を個別
  開発し提供

Busを
経由
した共通
I/F化

（IoT Gateway装置 ： 株式会社日立超LSIシステムズ社製 VCIMBox， 株式会社日立産機システム社製 HXシリーズなど）

要員管理

製造計画

■データ入出力／フロー制御機能

■簡易Web画面データ入出力
・ Web簡易入力画面
・ ファイルダウンロード

■データ入力／出力
・ MQTT， TCP/UDP
・ 標準データストア
・ IoTイベント
・ Lumada OT Hub

■データ処理
・ 置換処理
・ レンジ変更
・ 欠損／重複データ処理
・ 基本統計量生成
・ FFT変換

■アクション機能群
・ REST API連携
・ メール送信
・ パトランプ連携
・ 音声合成出力

■簡易Web表示
・ 簡易ダッシュボード画面-Kibana（グラフなど）
・ 簡易ダッシュボード画面-背景画像オーバレイ

■Modbus＊1通信機能
■センサー物理値変換機能
■メタ情報付加機能

■メタ情報付加機能
■MQTT Broker機能
■IoT端末管理機能

・ 各種DB I/F， FTP server， TCP socket，
  MQTT， AMQP， Kafka など

■PLC通信機能
・ 現在対応 ： 三菱電機株式会社MELSEC＊2-Q/iQ， オムロン株式会社FINS＊3

・ 将来対応 ： Siemens AGS7， OPC UA＊4， FL-net， 株式会社ジェイテクト

エッジコンピューティング向けツール群

各種設備／センサー（既設 ・ 新規）

図2｜DSC/IoTの製品構成
データの収集とアプリケーション間の連携を行う「Industrial Gatewayシステム」と共通機能ミニアプリ群「アクションモジュールスタンダード」を組み合わせて提供する。

注：略語説明ほか
REST（Representational State Transfer），API（Application Programming Interface），MQTT（Message Queuing Telemetry Transport），
TCP（Transmission Control Protocol），UDP（User Datagram Protocol），IoT（Internet of Things），OT（Operational Technology），I/F（Interface），FTP（File Transfer Protocol），
AMQP（Advanced Message Queuing Protocol），OPC UA（Object Linking and Embedding for Process Control Unifi ed Architecture），FFT（Fast Fourier Transform），
FINS（Factory Interface Network Service）
＊1 Modbusは，Schneider Electric USA Inc.の登録商標である。
＊2 MELSECは，三菱電機株式会社の登録商標である。
＊3 FINSは，オムロン株式会社の登録商標である。
＊4 OPC UAは，OPC Foundationの登録商標である。
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場向けのソリューションである。
特徴は，製造現場のデータの外部への持ち出しを避け
たい顧客向けに，現地に導入可能なオンプレミス型の
エッジコンピューティングソフトウェア製品として提供
する点にある。本ソフトウェアの導入時には，仮想化技
術を活用し迅速に利用環境を構築し，試行環境の立ち上
げを短時間で実現する。

3.2

DSC/IoTの製品構成

DSC/IoTは，生産設備や生産システムの情報をリア
ルタイムに一元的に吸い上げアプリケーションなどへ即
時に共有するIndustrial Gatewayシステムと，リアルタ
イムに吸い上げた情報を活用するアクションモジュール
スタンダードで構成される。
（1）DSC/IoT Industrial Gatewayシステム
Industrial Gatewayシステムは，設備機器からのデー
タを吸い上げるBase機能と，収集したデータを一時的
に蓄積し各業務システムへ送り出すBus機能がある。
Base機能では，インタフェースの異なる設備機器か
らデータを収集するIoTゲートウェイ装置を採用してい
る。現在は，株式会社日立超LSIシステムズ製の

VCIMBoxとBase機能との連携が実現されており，本装
置を使用することで三菱電機株式会社製のMCプロトコ
ル対応のPLC（Programmable Logic Controller）装置や，
オムロン株式会社製のFINS（Factory Interface Network 
Service）プロトコル対応のFA（Factory Automation）
機器からのデータを収集可能である。そのほかIoTゲー
トウェイ装置として株式会社日立産機システム製のHX
シリーズと連携することで，産業用ネットワークに接続
されたさまざまな機器から必要なデータファイルを収集
することが可能となる。このほかDSC/IoTでは，現場
の制御PCにあるデータをファイル形式で収集するFTP
（File Transfer Protocol）や，PC上のデータファイルを
監視してMQTT（Message Queuing Telemetry Transport）
通信プロトコルでリアルタイムに収集するエージェント
を用意している。
Industrial Gatewayシステムのもう一つの機能である
Bus機能は，収集データを一時的に蓄積し，メタ情報の
付加，データ加工をすることができる。この中でコン
ピュータネットワーク用の通信規格のWebSocketや
REST（Representat ional  State Transfer）API
（Application Programming Interface）によるデータ連
携やファイル出力などのデータ処理フローを定義して業

図3｜DSC/IoTでの製造現場の可視化例
ログデータ可視化ツールKibanaを用いて，製造現場で見るべき情報をウェブ画面で簡単に作成することができる。
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務システムに情報を配信する。さらに，次に説明するア
クションモジュールスタンダードの各機能を呼び出すこ
とで，判断ロジックを介したデータ処理を実現する。
（2）DSC/IoTアクションモジュールスタンダード
アクションモジュールスタンダードは，収集した情報
をリアルタイムでモニタリングや統計解析をするミニア
プリ群である。情報をリアルタイムにモニタリングする
ための簡易グラフ化ツールとして，Kibana※）が利用可
能であり，高価な多機能のBI（Business Intelligence）ツー
ルを導入することなく，製造現場で容易に情報を可視化
することが可能である（図3参照）。また，設備機器か
らのリアルタイムデータに対して，欠損しているデータ
の補完や重複データ処理，基本統計量でのデータの解析
といったさまざまな機能を装備している。

3.3

データ活用環境の構築

DSC/IoTでは，データ入出力，データ結合，分割な
どの加工，ストレージへの出力といったデータ処理フ
ローの定義に，ソースコードの記述（コーディング）を
行うことなくプログラミングが可能なツールである
Node-REDを採用し，現場主導でデータ活用環境の構築
を可能にしている。図4は，その画面例であるが，利用
者は左側のパレットから機能の一覧であるノードを選
び，中央のエリアにドラッグ＆ドロップし処理フローと
してノード間をつなぐとともに，各ノードのパラメータ
設定画面より数値を入力あるいはパラメータを選択す
る。日立は顧客の課題解決に応じたテンプレートなどを

提供し，拡充していくことで，迅速な効果刈り取りの実
現を支援していく。

4. IoTプラットフォームLumadaとの連携

DSC/IoTは単体での活用だけでなく，日立のIoTプ
ラットフォームLumadaとつなぐことで，工場間や企業
全体を横断してデータを活用するソリューションを提供
する。
このDSC/IoTとLumadaをつないだ工場IoTプラット
フォームは，DSC/IoTを中心としたデータ収集・統合
層のほか，データ蓄積層，データ利活用層から構成され
る。DSC/IoTでは，製造現場の設備や機器，関係する
システムから収集したデータに対して，タグ付けなどの
情報の付加を行い，統合化したデータをデータ蓄積層に
上げていく。データ利活用層では，ETL（Extract，
Transform，Load）やBI機能を持つツールPentaho，
日立AIエンジンといった高度なデータ利活用機能によ
り，工場や企業全体でのデータ集約および分析を実現す
る。また，単一ライン内だけでなく複数ラインにまたが
るデータを分析することで工場全体の見える化を行い，
現場や工場経営に新たな気付きを与え，全体最適視点で
さらなる高効率生産につなげることも可能となる。
この工場IoTプラットフォームの活用により，全社の
IoTデータを活用した改善・改革活動のほか，改善事例
を他の製造工程や別の工場でも共通利用できるようにな
り，現場でのPDCA（Plan，Do，Check，Act）を回す
サイクルをさらに早めることが可能となる。

（1）パレットから
ノードを選択

（4）フロー作成後に
設定内容を反映

（3）各ノードの
処理内容を設定

（2）ドラッグ&ドロップでノードを配置，
データの流れに合わせてつなげる

つながったノード間で
データは自動連携

図4｜データ活用環境の構築例
Node-REDを用いることで，IoTのデータ処理フロー
を製造現場でも容易に作成することが可能となる。

※） Kibanaは，Elastic社が提供するオープンソースのログデータ解析／可視化
ツールであり，Elasticsearch BVの米国およびその他の国における登録商
標または商標である。
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5. おわりに

本稿では，製造現場のユーザー自らが設備や機器から
のデータの「収集」，「可視化」，「分析」を実現する
DSC/IoTと，DSC/IoT導入後のソリューションとして，
日立のIoTプラットフォームLumadaとDSC/IoTをつな
ぎ，機能を拡張することで，各工程の改善事例を素早く
横展開し，全体最適視点でさらなる高効率生産につなげ
ることを可能とするソリューションを紹介した。
日立は，DSC/IoTおよびIoTプラットフォームLumada
の構築ソリューションを通じて，自らが製造業として長
年培ってきたOT（Operational Technology：制御・運
用技術）とITを融合したソリューションを提供しつつ，
顧客の技術やノウハウを体系化し，顧客内で迅速に利用
できる協創型の事業を推進していく。
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